
主な花材

カラスウリ （滋賀県産）

万作 （長野県産）

ヒペリカム（紅葉） （長野県産）

スプレーマム （大阪府産）

名前の由来は、ギリシア語の「hyper（上に）」と「eikon（像）」を語源とし、悪魔よけの像の上に
この花が置かれていたことからといわれています。

花言葉：愛の渇き、知性、星に願いを

カラスウリはウリ科カラスウリ属の多年草です。花びらのふちに白いレースのような糸状の不思議な
花を咲かせますが、深夜に開花し、夜明けには萎んでしまうため、あまり目に触れる機会がありませ
ん。秋には鮮やかな朱色の実をつけることで知られています。

名前の由来は、スプレー状（房状）に多数の花を咲かせるマム（菊）という意味です。

花言葉：清らかな愛、高潔

花言葉：良い便り、誠実

和名の「万作」は、山で一番早く咲くことから、「まず咲く」が転訛したという説や、豊年満作の祈
願から命名されたという説があります。2月～3月頃に黄色い花を咲かせ、ぱっとはじけたような花の
形にちなんで「ひらめき」という花言葉がつけられたとも言われています。

花言葉：呪文、ひらめき

テーマ 昔なつかし


